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る天然痘は、幕末 20 年の経験が生かされ、明治末にほぼ防疫体制が確立された。但し、そ
の他の急性伝染病は次々にて流行し、多数の死者が続出した。また、医師は役所の手伝い
で感染症の診断に関わると、時に暴動に巻き込まれ、殉職することもあった。しかし、顕
微鏡の発達で病原性の微生物が発見されて防疫体制が進み、またレントゲン撮影も導入さ
れ近代医療設備が整ってきた。慢性伝染病とみなされていなかった結核やらい病の治療法
も、少しずつ進歩した。徴兵制等で、脚気が改めて注目され、治療法が探求された(半世紀
以上後に、ビタミンの摂取不足が要因であることが分かった）寄生虫が発見され、新たな
病因が確認された。病気の治療薬が合成されて、供用が開始され大きな福音となった。最
後にアヘン戦争の関係で麻薬の取り締まり対策が進んだこともあげておこう。 
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京都教育大学名誉教授・佛教大学名誉教授 坪 内 稔 典 
 
1．俳句はどんな文芸か 
 
俳句が私たちの生活にどういった関わりをもっている文芸かについて考えていく。俳句
が盛んになったのは江戸時代からだ。江戸時代と私たちの時代、すなわち明治時代以降の
俳句ではかなり異なる。明治時代までの俳句、江戸時代の俳句というのは普通には俳諧と
呼ばれていた。 
俳諧は今の言葉でいうと連句にあたる。五七五、七七、五七五を繰り返し、たとえば松
尾芭蕉だと、36 回繰り返す歌仙という形式を好んで作った。つまり、集まって皆で作ると
いう文芸が俳諧。それは皆が集まって作るのでいわゆる座の文芸であった。芭蕉の有名な
言葉に、その座を離れてしまったら連句は反故と同じである、という意味の言葉があるが、
俳諧は、集まっているその瞬間、その時間が大事な文芸であり、それが江戸時代の文芸（詩
歌）の特色だった。俳人、すなわち俳諧師と言われた人は、座の文芸である連句の上手な
捌き手、要するに進行係であった。また、芭蕉の言葉に、発句と呼ばれる五七五では自分
より上手な人がいるが、連句に関して自分は負けない、というものがある。座を捌く俳諧
師としての自信の言葉だ。ちなみに、連句の初めの五七五は発句と呼んだが、近代では俳
句になる。 
基本的に江戸時代の俳諧はその場限りの一種の読み捨てなのだが、江戸時代は印刷術が
発達し、いわゆる版画のような印刷の仕方で、木の板に字を彫り、紙を押し付け印刷する
（整版印刷）がとても発達した。俳句の本はその印刷方法によく合った。そのような印刷方
法では、あまり大部数の印刷は不可能だが、一種の版画なので手軽であった。で、江戸時
代の俳句好きな人たちは自分の仲間の作品を盛んに本にした。その場限りのものであると
いうのが俳諧の特色であったが、次々と本が作られて俳諧が広がった。芭蕉には七部集と
よばれる作品集があるが、あれは一種の手本、本にしてサンプルを示した。 
酒屋や運送業などの人々がよく集まる場所で俳諧はさかんであった。俳諧の席は社交の
場であり、たとえばお茶の席と非常に近いものがあった。お茶の場は上品な席で、俳諧の
場はもう少しくだけた席だった、と見たらよい。それを言葉のうえでいうと、俳諧の言葉
は普段の言葉、つまり俗語である。日常の食べ物や流行語、外来語などそういった言葉で
作るのが俳諧だった。芭蕉の俳諧をみるとそういった言葉がふんだんに使われている。た
とえば、「蚤虱馬の尿する枕もと(のみしらみ うまのばりする まくらもと)」というのは蚤
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や虱がいて痒く、目が覚めて蚤や虱を取っていたら馬がニュッと顔を出して枕元でおしっ
こをしたということ。この蚤・虱やおしっこといった言葉が俳諧の得意とするものであり、
普段の言葉である。もともと俳諧というのは和歌を意識して生まれたもので、和歌で使わ
ない言葉が使われている。和歌は俗語ではなく、歌語という限られた言語が使われている。
百人一首を思い浮かべると、その中には蚤や虱といった言葉は出てこない。わかりやすく
言えば、百人一首には出てない言葉でつくるのが俳諧なのである。よって、「蚤虱馬の尿す
る枕もと」は典型的な俳諧なのである。このような感じの言葉はあまり品がなく、下品な
部類に属する。なので、長い間女性は俳諧をせず、もっぱら男性の文芸であった。もとも
との始まりも酒の席でこのような俳諧が二次会的なものとして好まれ、中世の頃に始まっ
た。要するに俗語で作る下品な詩が俳諧である。 
今でもそうだが、お茶の席は風雅というか、とても上品な感じである。そのような優雅
な社交の場が茶席だとすると、俳句の席はうんとくだけた俗な席。その俗な雰囲気を俳諧
の言葉が示しているのだ。ちなみに、女性はたいていが和歌を作った。その形が明治まで
続き、樋口一葉などは和歌の先生になろうとした。あちこちに和歌の塾があり、若い娘は
基礎的教養として和歌を習った。それらの歌の塾はのちに女子大学になった例もある。 
 
2．句会の文芸 
 
明治になると俳諧に変化が起こる。正岡子規が出てき、連句の初めである五七五だけが
文学であり、江戸時代の連句は文学ではないと理屈をつけた。それが世間に浸透し、五七
五を作るだけになっていった。なぜ五七五だけが文学で、連句は文学ではないのか。子規
の理論では、五七五は自分の思いや感情で作ることができるが、その後つまり五七五の後
はそれを受けて、七七五を作らなければならない。その後に続くのも前を受けて作らなけ
ればならない。これで一つの作品になる。よって、自分の気持ちだけを表現するものでは
ない。さらに、テーマに一貫性がない。連句は一貫性でなく、変化を楽しむ文芸だった。 
というようなことで、子規は、最初の五七五は辛うじて文学である、と見た。自分の感
情を表現できるからである。でもその後の相手との付け合いは文学ではない、と断定した。
それで、発句が俳句と名を変えて、俳句だけを人々が作る時代がやってきた。子規以降、
五七五の時代が続いて今に至っている。 
子規が五七五だけを文学だと言い、連句をやめたことについては、様々な非難があった。
今でもそのことを問題にし、連句を作る人々はいる。でも、時代と共に、社交の場に変化
が生じた、と見るべきではないか。今は連句の座よりも俳句の座（句会）が好まれている
のだ。 
私見では、連句の座の要素は、今では句会の座へ取り込まれている。集まった皆で俳句
を作り、よいと思う句を選び、その後には良い点、悪い点を挙げて議論をする。それが句
会だが、その句会がまさに現代的な座になっている。 
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を作り、よいと思う句を選び、その後には良い点、悪い点を挙げて議論をする。それが句
会だが、その句会がまさに現代的な座になっている。 
子規たちの場合、寝たきりの子規の枕元の周りで句会をするのだが、その時は大体午後
から始まり夕方か 9時、または真夜中に終わることがあった。子規たちの句会では「競吟
せりぎん
」
「運座」「一題一句」などが好まれた。「競吟」は、線香が終わるまでに作るというものであ
る。「運座」は、人がそれぞれ題を出し、それを封筒の表に書く。その題で短冊に一句作り、
封筒の中にいれる。それを隣の人も同じようにし、ぐるぐる回し句を入れることで座が巡
り、座を運ぶということで「運座」という。座は俳句を作る場所である。これは俳句に慣
れた人だとさっさっと運べるが、遅い人もいる。そうすると封筒が溜まっていき、他の人
が迷惑するため大体 2～3 分で作られた。「一題一句」は、例えば「紅葉」という題が出た
らそれで皆が 10 句作る。そのようにして多く作る。このような作り方には芸的、ゲーム的
な要素がある。特に時間が差し迫って作るというところが、面白いのである。追い詰めら
れて上手くいくと、非常に爽快である。そして大体の人から良いといわれるのは、切羽詰
まって作った俳句が多い。時間をかけて推敲したものほど、周りからは相手にされないこ
とが多いのである。ただ、現代の一般的な文芸の考え方からすると、現代の文学は小説な
どが中心だが、そこから比較していくと、このやり方は遊びの要素が強く、作者がじっく
り推敲するものではない。よって、俳句のようなものが文学かどうかという批判が出てく
る。だが、子規が夢中になって作っていたこのやり方はとても大切だと私は考える。 
小説家になる前の夏目漱石は明治二十八年(1896 年)に四国の松山で子規と 50 日余りを
過ごす。その時に子規とともに俳句に夢中になり、沢山の俳句を作る。2～3年俳句に夢中
になったため、俳人漱石ともいわれていた。その時はまだ小説家ではなかった。子規とと
もに俳句を作ることで、作ることの喜びや楽しみを体験した。俳句では、作ったものに対
して直ぐに読者が反応してくれる。紙に清書し、皆でいい物を選ぶ。その後にお茶やご飯
をしながら、意見を言い合うような場は他にあまりない。小説や現代詩にはほとんどなく、
部屋に閉じこもって自分を孤独にして書くのである。それが小説や現代詩だし、小説だと
読んでもらうためにはコンクールなどに出して通らなければいけない。だが、目の前で直
ぐに読んでもらえる楽しみが俳句にはある。俳句に近いもので短歌があるが、短歌は小説
や現代詩に近いところがあり、俳句の持つ座の要素が乏しい。 
句会についてさらに考えよう。俳句は五七五と、極端に小さい。自分の思いや感情をこ
の五七五で表現するのはきわめてむつかしい。むつかしいというか、おそらく不可能であ
るだろう。だから、俳句というのはそういう意味では個人の感情を表現するといっても、
小説や詩のような意味では文学ではないかもしれない。夏目漱石は作ることの喜びや楽し
みを体験し小説家になるのだが、プロの小説家としての第一作に『虞美人草』がある。そ
の中で俳句に触れた所が多くある。たとえば、「貧乏を十七字に標榜して、馬の糞、馬の尿
を得意気に詠ずる発句と云うがある」。これ、馬の尿を得意気に詠ずるというのは先程の芭
蕉の俳諧を指している。「芭蕉が古池に蛙を飛び込ますと、蕪村が傘を担いで紅葉を見に行
く」。蕪村が傘を担いで紅葉を見に行くというところは、蕪村句「紅葉見や用意かしこき傘
弐本」を指している。漱石は蕪村の俳句が非常に好きだった。紅葉の頃は時雨が多いとい
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うのが前提で傘 2 本を持って行く。二人で行くのもしれない、もしくは一人で行った時に
他の人に貸すことができ、その傘の縁で恋が生まれるかもしれないという句である。「明治
になっては子規と云う男が脊髄病を煩つて糸瓜の水を取った」。糸瓜の水といのは、子規の
俳句「痰一斗糸瓜の水も間にあわず」などを指す。さらに漱石は言う。「貧に誇る風流は今
日に至つても尽きぬ。」貧に誇る風流とは先に述べた俗の詩としての風流だ。それが現在に
も継承されていると漱石は言っている。 
さらに、漱石は、五七五という短い俳句は西洋にはなく、日本独特のものである、非常
に簡単な詩形だが、その簡単さが重要である、と論評している。俳句体験を通して作る楽
しさを知った漱石は、亡くなるまで折々に俳句を作った。貧に誇る風流というのを大事に
した文学者の一人であった。ついでにいえば、漱石を先生と仰いだ芥川龍之介も俳句が好
きだった。つまり、ある時代までは小説を書く人にとっても俳句は大切だった。 
ところで、『虞美人草』の中には小野さんという頭のいい青年が出てくる。小野さんは新
しい詩人であり、俳句は卑しいものだと考えた。俳句はいつの時代でも第二芸術という考
え方がある。子規の時代もそうであった。中江兆民という有名な思想家が俳句はもう寿命
が尽きていると書いており、それに対して子規は激しく反論した。第二芸術というのは、
太平洋戦争後フランス文学者だった桑原武夫が、俳句は第二芸術と呼ぶべきであると言っ
てから広がった言葉。桑原は、老人が菊作りに一生懸命になるのと、俳句を作るのに一生
懸命になるのとは同じであり、菊作りを芸術とはいわないように俳句作りも芸術とは言わ
ないほうがよい。もし、芸術と言いたいなら第二芸術と呼べばよい、と論じた。『虞美人草』
でいうと、小野さんも同じ考えであり、俳句というものはもう過去の第二芸術だと思って
いる。文芸としての詩はダイヤモンド、俳句はダイヤモンドとは言い難い、と小野さんは
見ている。小野さんは我の強い、自己主張のできる女性と恋に落ち、許嫁の内気で繊細な
女性を捨てて新しい恋人に乗り換えようとしている。つまり、時代遅れのものが俳句に匹
敵する。でも、漱石は貧乏を十七字に標榜している第二芸術の味方であった。 
戦後、桑原武夫が第二芸術である俳句を小学校で教えなくていい、第二芸術を教えたら
戦後の日本が立ち直らないと言ったときに、それが広く社会に広がった。それに対し俳人
たちは、自分たちがやっているものは立派な芸術だと激しく反発した。だが、桑原は有名
な俳人と子どもが作った俳句と一緒並べたら、プロの俳人が作ったものがどれかわかるか
と言った。皆、わからなかった。そういうところに第二芸術の要素がある。俳句はその根
っこが第二芸術的なのだ。桑原武夫の後の世代とも言うべき鶴見俊輔に「限界芸術」とい
う見方がある。昭和四十二年(1967 年)に出た『限界芸術論』で示された見方であり、芸術
と生活の境界線にあたる作品を「限界芸術（Ｍarginal Ａrt）」と彼は呼んだ。盆おどり、
盆栽、花火、手紙、月並俳句、書道、葬式、見合いなどがその限界芸術であり、「地上にあ
らわれた芸術の最初の形は、純粋芸術・大衆芸術を生む力をもつものとしての限界芸術で
あった」と鶴見。第二芸術や限界芸術という地平を視野に入れて俳句を考える、それが私
のスタンスである。  
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に簡単な詩形だが、その簡単さが重要である、と論評している。俳句体験を通して作る楽
しさを知った漱石は、亡くなるまで折々に俳句を作った。貧に誇る風流というのを大事に
した文学者の一人であった。ついでにいえば、漱石を先生と仰いだ芥川龍之介も俳句が好
きだった。つまり、ある時代までは小説を書く人にとっても俳句は大切だった。 
ところで、『虞美人草』の中には小野さんという頭のいい青年が出てくる。小野さんは新
しい詩人であり、俳句は卑しいものだと考えた。俳句はいつの時代でも第二芸術という考
え方がある。子規の時代もそうであった。中江兆民という有名な思想家が俳句はもう寿命
が尽きていると書いており、それに対して子規は激しく反論した。第二芸術というのは、
太平洋戦争後フランス文学者だった桑原武夫が、俳句は第二芸術と呼ぶべきであると言っ
てから広がった言葉。桑原は、老人が菊作りに一生懸命になるのと、俳句を作るのに一生
懸命になるのとは同じであり、菊作りを芸術とはいわないように俳句作りも芸術とは言わ
ないほうがよい。もし、芸術と言いたいなら第二芸術と呼べばよい、と論じた。『虞美人草』
でいうと、小野さんも同じ考えであり、俳句というものはもう過去の第二芸術だと思って
いる。文芸としての詩はダイヤモンド、俳句はダイヤモンドとは言い難い、と小野さんは
見ている。小野さんは我の強い、自己主張のできる女性と恋に落ち、許嫁の内気で繊細な
女性を捨てて新しい恋人に乗り換えようとしている。つまり、時代遅れのものが俳句に匹
敵する。でも、漱石は貧乏を十七字に標榜している第二芸術の味方であった。 
戦後、桑原武夫が第二芸術である俳句を小学校で教えなくていい、第二芸術を教えたら
戦後の日本が立ち直らないと言ったときに、それが広く社会に広がった。それに対し俳人
たちは、自分たちがやっているものは立派な芸術だと激しく反発した。だが、桑原は有名
な俳人と子どもが作った俳句と一緒並べたら、プロの俳人が作ったものがどれかわかるか
と言った。皆、わからなかった。そういうところに第二芸術の要素がある。俳句はその根
っこが第二芸術的なのだ。桑原武夫の後の世代とも言うべき鶴見俊輔に「限界芸術」とい
う見方がある。昭和四十二年(1967 年)に出た『限界芸術論』で示された見方であり、芸術
と生活の境界線にあたる作品を「限界芸術（Ｍarginal Ａrt）」と彼は呼んだ。盆おどり、
盆栽、花火、手紙、月並俳句、書道、葬式、見合いなどがその限界芸術であり、「地上にあ
らわれた芸術の最初の形は、純粋芸術・大衆芸術を生む力をもつものとしての限界芸術で
あった」と鶴見。第二芸術や限界芸術という地平を視野に入れて俳句を考える、それが私
のスタンスである。  
3．俳句の流行と句会の変質 
 
俳句は五七五という実に短い表現、第二芸術的であり、生活とすれすれの場所で成り立
っている表現である。では、俳句を作り、句会をすることには、どのような意味があるの
か。 
句会とはまず、作る場。題が出て、皆がいっせいに作るが、予め出ていた題（兼題。宿
題）というものもある。同じ時間で作り、同じ題を共有するというのが句会の大事な要素、
誰であろうと条件が同じなのだ。 
その作った俳句を無署名で短冊型の紙に書いて出し（投句）、それを集めて清書し、誰が
書いたかわからなくする。誰が作ったかわからなくするのも句会の大事な要素である。そ
してその俳句を回し、全体からそれぞれがよいと思う句を選ぶ（選句）。次に、選句したも
のを発表（披講）する。朗読の上手な人が読みあげるのだが、披講するときに現代の多く
の句会では名乗りというのがある。作者が名乗るこということである。伝統的には名乗り
というのは大事な事であった。披講が終わると、どの俳句が人気で、誰が何回読まれたか
がわかる。披講が終わると、意見の言い合い（合評）をする。大体ここで、その日の人気
だった句は良くなかったという結論に大体なる。数人に選ばれた句の方が良かったと評価
されることが多い。 
私が関係している句会では、作者の名乗りは合評の後である。皆が言いたいことを十分
に言うためには作者名が分からない方がよいから。私としては、作者が合評の後まで名乗
らないというのが句会のまっとうなやり方、と思っている。今日、時間短縮のために合評
などを省略して先生が選句をし、その選句を発表したら終わり、というのが多い。しかし、
それは本来の句会ではないと考える。子規の枕元で始まった句会は、皆でワイワイ、ガヤ
ガヤと言い合う、言いたいことを言い合えるという場であった。投句を無署名でするのは、
批評の公平性を担保するためだし、作者という人よりも五七五の言葉そのものを大事にし
ている証拠。つまり、句会では人より言葉なのだ。 
句会には誰でも参加できるという面もある。小説家の松本清張は俳句が好きで、彼の小
説には誰でも参加できる句会をアリバイに使うという場面がある。一宿一飯の恩義という
か、付き合いが江戸時代以来、句会にはある。私は、四国の高校を卒業して尼崎に出てき
たが、その尼崎で句会に参加するようになった。句会が終わった後にうどんやお好み焼き
を食べに行き、うんと年上の人と話が弾んだ。五七五の短い言葉を通して互いに心を開く、
それが句会、そして俳句の醍醐味だと考える。 
子規の枕元で始まった句会だが、実は子規たちの句会はまだ男ばかりだった。子規の家
には母と妹がいて子規を介護したが、子規は彼女たちに句会への参加を勧めた気配がない。
私はそれが子規に対する不満だ。子規の弱点だったかもしれない。もっとも、子規は家庭
団欒の会をやろうとした。ご飯を食べた後、家族がお茶を飲みながら無駄話をする。それ
が人生で一番楽しいと彼は言った。お母さんや妹さんも賛成し、何回か行われた。二、三
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回やるとだんだん集まらなくなった。無駄話をするだけに集まるというのは難しいことだ
った。それができたら家庭は平和だし、日本中に広まったら日本という国が平和だと子規
は考えていた。子規はお母さんや妹さんも句会に誘ったらよかった。家庭団欒としての句
会、なんていうのがあってもいいのではないか。私はひそかに期待しているのだが、家族
が夕食のあとに句会をする、三世代ぐらいが一緒に句会をする、そういうことが行われた
ら、五七五を通して言葉が私たちの日常生活の中で生き生きするだろう。暮らしの、ある
いは生活の文化として、気軽な句会があったらどんなに楽しいだろう。 
 
4．俳句の言葉 
 
俳句は五七五の短い表現、これはすぐに誰にでもできる。そのため今では、小学生が一
番作っている。小学生の俳句のコンテストには 5～7万という多くの句が集まる。後に受験
生になり、作らなくなるが、小学生の時に五七五の俳句を楽しみ、言葉は面白いと思った
としたらしめたもの、生涯にわたって言葉への関心を持ち続けるのではないか。 
なぜ私が俳句に興味を持ったかというと、日常生活では上手く言葉が喋れない体験をし
て、躓いたことがあったからである。きちっと喋れと小学校の先生に言われ、それを守ろ
うとして丁寧に喋ろうとすると、いつでもその場面からずれ落ちてしまう。何か喋ろうと
考えている間に違う場面に移ってしまい、喋る時間がなくなってしまうのだ。それで、あ
まり喋らなくなった。それを心配した担任の先生が、声を出して読んでみてと歌集や詩集
を貸してくれた。声に出して読むようになって、普段私たちが使う言葉とは違う言葉に触
れた。声に出すだけで楽しく、胸が広くなるような言葉もあったのだ。そいう体験を通し
て、私は言葉に関心を持つようになった。 
五七五という短い言葉だが、これ、実は普段の言葉とは少し違っている。普段の言葉か
ら少しずれた言葉である。まず、五七五で私たちは普段話さない。このことが大変大切な
ことである。つまり、普段の言葉を使って五七五を作るが、実は普段の言葉を違う状態の
五七五にしている。少しだけ違う状態にするということは、日常を少し超えるということ
であり、詩ということである。詩というのは言葉を使って、私たちの普段の日常とは少し
だけ違う次元、世界を開くことである。俳句は五七五を使うことで、少しだけ違う世界が
開ける。 
さらにその他にも、季語というものがある。その季語を使うとさらに、少し違う世界に
いける。例えば、季語である小春日和を使うことでいい天気というのが違うものに見える。
季語もまたは日常を超えるものである。それから俳句独特な表現、切れ字の「や」、「かな」、
「けり」、を使うのも日常を越える工夫だ。もっとも、季語や切れ字は俳句的なもので、そ
れにのめり込み過ぎると、逆に世界を狭くしてしまうおそれがある。趣味の世界へ閉じて
しまうのだが、それは俳句の伝統に反している。俳句は読者という他者へ積極的に自分を
開くもの。その開く場が句会であった。自分にとじこもってはいけないのだ。 
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回やるとだんだん集まらなくなった。無駄話をするだけに集まるというのは難しいことだ
った。それができたら家庭は平和だし、日本中に広まったら日本という国が平和だと子規
は考えていた。子規はお母さんや妹さんも句会に誘ったらよかった。家庭団欒としての句
会、なんていうのがあってもいいのではないか。私はひそかに期待しているのだが、家族
が夕食のあとに句会をする、三世代ぐらいが一緒に句会をする、そういうことが行われた
ら、五七五を通して言葉が私たちの日常生活の中で生き生きするだろう。暮らしの、ある
いは生活の文化として、気軽な句会があったらどんなに楽しいだろう。 
 
4．俳句の言葉 
 
俳句は五七五の短い表現、これはすぐに誰にでもできる。そのため今では、小学生が一
番作っている。小学生の俳句のコンテストには 5～7万という多くの句が集まる。後に受験
生になり、作らなくなるが、小学生の時に五七五の俳句を楽しみ、言葉は面白いと思った
としたらしめたもの、生涯にわたって言葉への関心を持ち続けるのではないか。 
なぜ私が俳句に興味を持ったかというと、日常生活では上手く言葉が喋れない体験をし
て、躓いたことがあったからである。きちっと喋れと小学校の先生に言われ、それを守ろ
うとして丁寧に喋ろうとすると、いつでもその場面からずれ落ちてしまう。何か喋ろうと
考えている間に違う場面に移ってしまい、喋る時間がなくなってしまうのだ。それで、あ
まり喋らなくなった。それを心配した担任の先生が、声を出して読んでみてと歌集や詩集
を貸してくれた。声に出して読むようになって、普段私たちが使う言葉とは違う言葉に触
れた。声に出すだけで楽しく、胸が広くなるような言葉もあったのだ。そいう体験を通し
て、私は言葉に関心を持つようになった。 
五七五という短い言葉だが、これ、実は普段の言葉とは少し違っている。普段の言葉か
ら少しずれた言葉である。まず、五七五で私たちは普段話さない。このことが大変大切な
ことである。つまり、普段の言葉を使って五七五を作るが、実は普段の言葉を違う状態の
五七五にしている。少しだけ違う状態にするということは、日常を少し超えるということ
であり、詩ということである。詩というのは言葉を使って、私たちの普段の日常とは少し
だけ違う次元、世界を開くことである。俳句は五七五を使うことで、少しだけ違う世界が
開ける。 
さらにその他にも、季語というものがある。その季語を使うとさらに、少し違う世界に
いける。例えば、季語である小春日和を使うことでいい天気というのが違うものに見える。
季語もまたは日常を超えるものである。それから俳句独特な表現、切れ字の「や」、「かな」、
「けり」、を使うのも日常を越える工夫だ。もっとも、季語や切れ字は俳句的なもので、そ
れにのめり込み過ぎると、逆に世界を狭くしてしまうおそれがある。趣味の世界へ閉じて
しまうのだが、それは俳句の伝統に反している。俳句は読者という他者へ積極的に自分を
開くもの。その開く場が句会であった。自分にとじこもってはいけないのだ。 
もう一度言おう。少しだけ日常を超える、その少しだけが重要だ。少しだけ超えるとい
うことが、俳句の楽しさである。 
 
5．坪内家の俳句神話 
 
私の俳句でいくつか句会で生まれて、多くの人に知られた俳句がある。一番古いのは、「三
月の甘納豆のうふふふふ」。これは俳句をどうしても作らないといけない日があり、なかな
か浮かばなかった時にふと机の上を見ると甘納豆があった。中年の自分を甘納豆に当ては
めた。「二月には甘納豆と坂下る」「三月の甘納豆のうふふふふ」「四月には死んだまねする
甘納豆」というように、毎月の月に中年の自分を当てはめ、二月から六月まで作り発表し
たところ、三月だけがヒットした。皆が面白がって、ワイワイいい出した。私の家に来る
俳句仲間がその俳句を話題にするため、小学生の娘が覚えた。そしたら、娘が小学校で俳
句を習い始めた。その時に学校では綺麗な俳句ばかりが並んでおり、父のとはずいぶん違
っていた。授業が終わった後に父も俳句を作っていると言い、三月の甘納豆のうふふふふ
を言ったところ、皆に笑われた。それを聞き、私たちが作ってあげようとなり、「三月の雛
人形のうふふふふ」を皆で作ってプレゼントしてくれた。これからはこっちを使え、と。
綺麗な俳句だが、おそらくこの句だと話題にはならない。何か訳のわからない、甘納豆の
うふふふふの方が覚えられてしまう。 
甘納豆の俳句が話題になってから、我が家にはよく甘納豆が届くようになった。そした
ら、娘が、お父さんは甘納豆しか貰えないのか、と挑発してきた。そこで、今や時代の言
葉である商品名を使って俳句を作るのがいいと考えた。それで「花冷えのイカリソースに
恋慕せよ」と作ったら、ある新聞が面白がって取り上げたものを、イカリソースの社長室
の方がたまたま見ており電話があった。そして、イカリソースの詰め合わせが届いた。娘
にイカリソースのことを伝えたが、なんだソースか、と冷たい反応。なかなか納得させる
ことができなかった。成功したのはイカリソースの他に福助足袋だった。「どこも秋福助足
袋はありますか」と詠んだら、それを見た福助足袋の人が、ありますよ、今はこんなもの
が主力です、お仲間でどうぞ、と女性用の靴下が届いた。要するに、私が稼げたのは甘納
豆とイカリソースと女性用靴下だった。そのため、我が家では私の俳句はその程度のもの
と思われている。でも、娘たちと俳句を介して言葉の楽しさを体験した気がする。 
そういえば、私の句に、「せりなずなごぎょうはこべら母縮む」と「ほとけのざすずなす
ずしろ父ちびる」がる。春の七草をなかなか覚えられなかったので、自分で俳句にしたら
覚えるだろうと作った。これを娘たちは覚え、今では孫たちに教え、なんとなく七草の面
白い言葉になっている。七草粥を作るとき、まな板の七草を包丁でたたきながら、私の句
を唱えるのだ。母縮む、父ちびるのところでひときわ強くまな板をたたく。 
今は言葉よりもうんと派手なものがある。ゲームとか音楽、芝居、スポーツなど。でも、
私たちの日常の中で一番大切なのが言葉、その事実は不変だ。なにげない言葉が生き生き
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しているとき、私たちの生活も生き生きとしている。そのような意味で、五七五の言葉を
楽しむ生活があるとよい。というように私は思っている。  
 
(2015年 11月 28日、生活美学研究所本年度嘱託研究員特別公開講座における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 森 田 雅 子 
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